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（１）第５７号 宮崎地本だより 平成３０年 ８月３１日 

 

６
月
14
日
（
木
）
、
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
（
隊
長 

２
等
海
佐 

樋
口 

好
雄
）
に
よ
る
宮
崎
公
演
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
場
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
ら
た
く
さ
ん
の
入
場
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
ホ
ー
ル
玄
関
前
に
立
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

並
び
、
開
場
時
間
に
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
宮
崎
地
本
の
マ
ス
コ
ッ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ト
で
あ
る
「
マ
モ
ル
く
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
ケ
ル
く
ん
、
ミ
ラ
イ
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ゃ
ん
」
に
出
迎
え
ら
れ
ま 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
場
に
は
招
待
者
、
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

般
入
場
者
及
び
招
待
学
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
６
０
０
名
の
方
が
来
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
れ
演
奏
会
を
楽
し
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ま
し
た
。 

 

演
奏
会
で
は
15
曲
が
演
奏 

さ
れ
、
そ
の
中
で
ヴ
ォ
ー
カ 

ル
の
三
宅
由
佳
莉
３
等
海
曹 

が
美
声
を
披
露
す
る
と
会
場 

か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声 

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の 

ソ
ロ
に
お
い
て
は
、
宮
崎
学 

園
高
等
学
校
音
楽
科
の
卒
業 

生
で
あ
る
谷
口
愛
奈
海
士
長 

が
す
ば
ら
し
い
音
色
を
響
か 

せ
て
演
奏
し
、
後
輩
で
あ
る 

宮
崎
学
園
の
生
徒
達
や
来
場 

者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
第
２
部
終
了
後
に
は
、
植
村
本
部
長
、
宮
崎
県
防
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

協
会
女
性
部
長
の
山
西
氏
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
崎
学
園
の
河
野
さ
ん
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ら
音
楽
隊
長
、
三
宅
３
曹
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
口
士
長
へ
そ
れ
ぞ
れ
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
後
ア
ン
コ
ー
ル
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
と
入
り
、
最
終
曲
に
行
進 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
曲
「
軍
艦
」
が
演
奏
さ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

る
と
場
内
の
歓
声
は
最
高 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

潮
に
達
し
、
演
奏
会
は
幕 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
閉
じ
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 

ま
ず
は
、
こ
の
度
の
平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
西
日
本

豪
雨
）
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
並
び
に
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

被
災
地
の
皆
様
の
ご
無
事
と
一
日
も
早
い
復
旧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
長
と
し
て
着
任

し
て
か
ら
早
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
宮
崎
県
で
勤
務

を
し
て
い
る
と
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。 

 

７
月
28
日(

土)

「
高
速
道
路
と
細
島
港
の
ス
ト
ッ
ク 

効
果
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
総
決
起
大
会
に
参
加
し
た
時

の
こ
と
で
す
。 

 

「
ス
ト
ッ
ク
効
果
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
な
の

か
を
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
調
べ
て
み
る

と
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
は
耐
震
性
の
向
上
や
水
害
リ
ス

ク
の
低
減
と
い
っ
た
「
安
全
・
安
心
効
果
」
や
、
生
活

環
境
の
改
善
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
と
い
っ
た
「
生
活

の
質
の
向
上
効
果
」
の
ほ
か
、
移
動
時
間
の
短
縮
等
に

よ
る
「
生
産
性
向
上
効
果
」
と
い
っ
た
社
会
の
ベ
ー
ス

の
生
産
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

宮
崎
県
に
は
大
変
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
効

果
の
成
功
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
東
九
州
自
動
車
道
と
油
津
港
を
結
ぶ
ア
ク

セ
ス
道
路
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
周
遊
の

活
性
化
や
観
光
客
を
増
加
さ
せ
た
り
、
企
業
誘
致
や
雇

用
創
出
を
促
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。 

 

将
来
は
、
九
州
の
西
側
と
東
側
を
中
央
で
つ
な
ぐ
九

州
中
央
自
動
車
道
と
細
島
港
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
る

人
口
減
尐
対
策
や
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
宮
崎
県
は
戦
略
的
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
宮

崎
県
の
姿
勢
に
、
将
来
の
更
な
る
発
展
の
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
宮
崎
県
に
お
い
て
定
年
制
及
び
任
期

制
の
退
職
自
衛
官
を
積
極
的
に
登
用
し
て
頂
き
、
退
職

自
衛
官
が
宮
崎
県
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ

宮
崎
地
本
は
退
職
自
衛
官
の
就
職
援
護
や
自
衛
官
の
募

集
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。 

 

特
に
、
現
在
、
宮
崎
県
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
サ
ケ
の
川
上
り
作
戦
！
」
を
、
よ
り
具
体
的
な
施
策

に
落
と
し
込
み
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た

次
第
で
す
。 

  
 

 
 

 

（
本
部
長 

１
等
空
佐 

植
村 

茂
己
） 

  
 

東
京
音
楽
隊
宮
崎
公
演 

宮
崎
地
本 

第
２
級
賞
状
を
受
賞 

 

平
成
30
年
６
月
25
日
（
月
）
防
衛
省
に
お
い
て
全
国
自
衛
隊
地

方
協
力
本
部
長
会
議
が
行
わ
れ
、
陸
上
幕
僚
長
山
崎
陸
将
よ
り
宮

崎
地
方
協
力
本
部
は
平
成
29
年
度
功
績
に
よ
り
第
２
級
賞
状
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
募
集
活
動
で
功
績
を
挙
げ
た
都
城
地
域
事
務
所
の
坂
元
曹

長
が
優
秀
広
報
官
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

７
月
６
日
（
金
）
に
受
賞
を
記
念
し
、
本
部
に
お
い
て
受
賞
記

念
植
樹
式
を
執
り
行
い
、
本
部
長
に
よ
っ
て
植
樹
さ
れ
た
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
に
各
課
長
、
各
所
長
に
よ
り
奉
水
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
年
度
も
４
月
11
日
の
出
陣
式
以
降
各
種
試
験
が
実
施
さ
れ
、

ま
た
７
月
１
日
以
降
は
高
校
３
年
生
に
対
す
る
募
集
活
動
も
開
始

し
、
募
集
環
境
が
厳
し
い
中
、
宮
崎
地
本
は
募
集
目
標
に
向
か
い

一
丸
と
な
り
、
昨
年
以
上
に
職
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。 

   
 

 
 

 

た 

ま 

ゆ 

ら 

三宅３曹が美声を披露 

谷口士長が独奏を行いました 



名
）
に
対
し
三
浦
会
長
よ
り
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
第
24
普
通
科
連
隊
長
兼
え
び
の
駐
屯

地
司
令
（
１
等
陸
佐 

中
川 

宏
樹
）
に
よ
る
防

衛
講
話
「
陸
上
自
衛
隊
創
隊
以
来
（
サ
ケ
の
川
上

り
作
戦
）
」
と
題
し
て
行
わ
れ
会
員
は
興
味
深
く

聴
講
し
て
い
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
に
実
施
さ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は

武
井
俊
輔
衆
議
院
議
員
、
長
峯
誠
参
議
院
議
員
、

郡
司
行
敏
副
知
事
を
は
じ
め
、
県
内
防
衛
関
係
団 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

体
の
長
等
、
県
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

各
部
隊
長
を
含
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
勢
85
名
の
方
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
出
席
の
も
と
盛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
に
執
り
行
わ
れ
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員
個
々
の
親
睦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
深
め
る
と
と
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
部
隊
、
地
本
及 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

び
自
治
体
と
の
連 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

携
強
化
を
図
る
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ど
有
意
義
な
総
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
な
り
ま
し
た
。 

  

 

５
月
30
日
（
水
）
、
新
富
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
」
に
お
い
て
平
成
30
年
度
主
管

課
長
等
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

会
議
に
は
各
市
町
村
の
課
長
等
23
名
が
参
加

し
、
募
集
及
び
就
職
援
護
の
説
明
を
受
け
た
後
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
田
原
基
地
に
移
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
新
田
原
基
地
広 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
班
前
田
３
佐
に
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
基
地
の
説
明
が
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
後
、
飛
行
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
お
い
て
、
戦
闘
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

や
救
難
機
の
パ
イ
ロ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ッ
ト
に
よ
る
各
航
空 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

機
の
説
明
が
行
わ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
加
者
は
熱
心
に
研 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

６
月
11
日
（
月
）
、
第
24
普
通
科
連
隊
自
衛
官
候
補
生

教
育
隊
が
実
施
す
る
25
㎞
徒
歩
行
進
訓
練
の
出
発
に
際
し
、

宮
崎
県
西
諸
地
区
自
衛
隊
協
力
４
団
体
（
家
族
会
、
隊
友

会
、
募
集
相
談
員
会
、
防
衛
協
会
）
約
48
名
の
協
力
を
得

て
、
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
熊
本
県
か
ら
も
自
衛
隊
協
力
団
体
５
名
が
激
励

会
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

激
励
会
に
お
い
て
、
各
協
力
団
体
を
代
表
し
て
え
び
の

市
自
衛
隊
家
族
会
（
会
長 

栗
下 

章
二
）
が
「
自
衛
隊

に
入
隊
し
て
２
ヶ
月
余
り
が
経
ち
、
前
期
教
育
の
訓
練
の

中
で
一
番
厳
し
い
訓
練
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
期
と

力
を
合
わ
せ
て
無
事
に
完
歩
し
て
下
さ
い
。
」
と
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

自
衛
官
候
補
生
を
代
表
し
て
宮
崎
県
小
林
市
出
身
、
橋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

満
亮
平
自
衛
官
候
補
生
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
、
完
歩
を
目
指
し
頑
張 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
き
ま
す
。
本
日
は
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
と
お
礼
を
述
べ
、
参
加 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
れ
た
各
協
力
団
体
方
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
ら
の
激
励
の
声
を
受
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
自
衛
官
候
補
生
は
元
気 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
え
び
の
駐
屯
地
を
出
発 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ま
し
た
。 

 

５
月
22
日
（
火
）
、
新
富
町
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催 

催
れ
た
平
成
30
年
度
宮
崎
県
防
衛
協
会
（
会
長 

河
野 

俊
嗣
）
定
期
総
会
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
、
会
員
及
び
宮
崎
県
内
の
各
部
隊
指
揮
官
、 

来
賓
の
総
勢
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

開
会
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
に
対

す
る
黙
祷
を
行
っ
た
後
、
宮
崎
県
防
衛
協
会
会
長
代
理
が

河
野
会
長
の
言
葉
を
代
読
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
第
５
航
空
団
司
令
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
自 

衛
隊
か
ら
の
出
席
者
の
紹
介
へ
と
続
き
、
活
動
へ
の
協
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
支
援
に
功
績
の
あ
っ
た
支 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

部
、
個
人
に
対
し
会
長
表
彰 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
行
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

引
き
続
き
植
村
本
部
長
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
退
職
自
衛
官
の
活
用
に
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
」
と
題
し
任
期
制
隊
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
有
用
性
に
つ
い
て
講
話
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行
い
、
参
加
者
は
興
味
深
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

聴
講
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

審
議
で
は
、
全
議
案
が
全 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
総
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

（２）第５７号 宮崎地本だより 平成３０年 ８月３１日 

 

７
月
１
日
（
日
）
、
宮
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
平
成
30
年
度
募
集
相
談
員
会
（
会
長 

竹
下 

幸
一
）
定
期
総
会
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
植
村
本
部

長
が
開
会
に
対
し
て
祝
辞
及
び
「
任
期
制
退
職
自

衛
官
の
有
用
性
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
実
施
し
た

後
、
募
集
課
長
、
援
護
課
長
が
現
在
の
募
集
状
況

や
就
職
援
護
の
状
況
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

休
憩
後
の
定
期
総
会
で
は
、
平
成
29
年
度
事
業

報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
等
の
議
案
を
審
議 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
、
全
会
一
致
で
承 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
後
、
県
内
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

協
力
団
体
及
び
主
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

幹
部
等
を
来
賓
に
迎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

え
意
見
交
換
会
を
実 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
し
、
相
互
の
親
睦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
深
め
る
と
と
も
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

30
年
度
の
募
集
目
標 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
向
け
、
相
談
員
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
致
団
結
し
、
募
集 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
る
こ
と
を
誓
い
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
ま
し
た
。 

募
集
相
談
員
会
総
会 

 

５
月
18
日
（
金
）
、
新
富
町
文
化
会
館
に
お
い
て
平

成
30
年
度
宮
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
（
会
長 

柳
田 

晃 

）
定
期
総
会
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
河
野
宮
崎
県
知
事
、
小
嶋
新
富
町
長
、
協

力
諸
団
体
の
長
、
県
内
所
在
の
各
陸
・
海
空
自
の
駐
屯

地
・
基
地
司
令
等
を
は
じ
め
、
各
地
区
会
長
及
び
会
員

が
出
席
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
じ
め
に
国
歌
斉
唱
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

物
故
者
に
対
す
る
黙
祷 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
実
施
し
、
柳
田
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
祝
辞
を
述
べ
、
引
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

続
き
来
賓
を
代
表
し
て
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
野
知
事
、
新
富
町
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

及
び
第
５
航
空
団
司
令 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
谷
空
将
補
の
祝
辞
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

頂
き
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

続
い
て
表
彰
式
が
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
わ
れ
、
家
族
会
活
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

へ
の
協
力
・
支
援
に
功 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 績

の
あ
っ
た
方
々
（
全
国
自
衛
隊
家
族
会
会
長
表
彰
２

名
、
宮
崎
県
家
族
会
会
長
表
彰
17
名
）
に
対
し
県
家
族

会
会
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
防
衛
講
話
で
は
、
第
43
普
通
科

連
隊
長
兼
都
城
駐
屯
地
司
令
（
1
等
陸
佐 

廣
田 

耕

士
朗
）
が
「
日
本
を
取
り
巻
く
近
隣
諸
国
の
情
勢
」
「 

陸
上
自
衛
隊
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
、

家
族
会
会
員
は
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

休
憩
後
、
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
等
が
行
わ
れ
、

審
議
の
も
と
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
無
事
定
期
総

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
６
月
21
日
（
木
）
、
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い

て
宮
崎
県
防
衛
協
会
女
性
部
会
創
立
30
周
年
記
念
大
会
が

行
わ
れ
、
会
場
に
は
出
席
者
約
２
３
０
名
が
出
席
し
ま
し

た
。 

 

女
性
部
会
会
長
の
開
会
の
言
葉
で
記
念
大
会
は
始
ま
り
、

河
野
宮
崎
県
知
事
や
各
代
表
者
、
第
５
航
空
団
司
令
に
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
30
周
年
記
念
に
対
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

各
代
表
の
祝
辞
等
が
終 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ
る
と
オ
ペ
ラ
の
披
露
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
り
、
参
加
者
は
オ
ペ
ラ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

歌
手
の
歌
声
に
耳
を
傾
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

休
憩
後
、
会
食
懇
談
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

行
わ
れ
、
会
食
途
中
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

余
興
の
出
し
物
も
あ
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

食
懇
談
を
楽
し
ん
で
参
加 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

者
同
士
の
親
睦
を
図
る
絶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

宮
崎
県
防
衛
協
会
女
性
部
会 

30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

６
月
17
日
（
日
）
、
宮
崎
市
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
平
成

30
年
度
宮
崎
県
隊
友
会
（
会
長 

三
浦 

秀
明
）
定
期
総

会
を
支
援
し
ま
し
た
。  

 

総
会
に
は
、
23
支
部
65
名
が
出
席
し
、
国
歌
斉
唱
、
会

員
物
故
者
26
名
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
会
長
挨
拶
、
平
成
29

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画

と
予
算
案
に
つ
い
て
整
斉
と
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
隊
友
会
活
動
へ
の
協
力
・ 

支
援
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
１
団
体
28
名
（
隊
友
会
本
部

長
表
彰
者
５
名
、
宮
崎
県
隊
友
会
会
長
表
彰
者
１
団
体
23 

  

隊 

友 

会 

総 

会 

家 

族 

会 

総 

会 

防
衛
協
会
総
会 

４
協
力
団
体
25
㎞
行
軍
を
激
励 

主管課長等会議 



し
て
募
集
、
援
護
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昼
食
後
、
エ
プ
ロ
ン
地
区
に
お
い
て
航
空
機
の
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
た
ち
は
、
普
段
近
く
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
航
空
機
を
前
に
説
明
に
あ
た
っ
た
隊
員
に
対
し
て

質
問
を
行
い
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。 

 
 

 

５
月
11
日
（
金
）
、
海
上
自
衛
隊
補
給
艦
「
と
き
わ 

」
が
日
向
市
細
島
港
に
入
港
し
、
運
ん
で
き
た
南
極
の

氷
を
「
と
き
わ
」
先
任
伍
長
と
南
極
観
測
船
「
し
ら

せ
」
元
乗
員
が
日
向
市
の
細
島
小
学
校
全
校
生
徒
96
名

に
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 

贈
呈
に
あ
た
り
「
南
極
の
氷
贈
呈
式
」
を
小
学
校
体

育
館
で
行
い
、
中
尾
日
向
地
域
事
務
所
長
が
児
童
に
対

し
て
南
極
大
陸
の
歴
史
や 

生
息
し
て
い
る
動
物
、
氷 

の
で
き
方
や
普
通
の
氷
と 

の
違
い
、
南
極
観
測
船
「 

し
ら
せ
」
の
活
動
に
つ
い 

て
説
明
し
ま
し
た
。 

 
児
童
は
興
味
深
く
説
明 

を
聞
き
「
氷
は
、
い
つ
で 

き
た
の
か
」
「
南
極
ま
で 

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の 

か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が 

飛
び
出
し
、
先
任
伍
長
と 

「
し
ら
せ
」
元
乗
員
が
丁 

寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。 

 

「
南
極
の
氷
」
が
お
披
露
目
さ
れ
る
と
児
童
た
ち
か

ら
は
歓
声
が
あ
が
り
手
触
り
を
確
認
し
た
り
、
「
普
通

の
氷
」
と
「
南
極
の
氷
」
の
溶
け
る
音
の
違
い
を
聞
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

比
べ
て
確
か
め
て
い
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

児
童
た
ち
か
ら
は
「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
極
に
行
っ
て
み
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
「
南
極
の
氷
に
は
空 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

気
が
入
っ
て
い
て
、
溶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

け
る
プ
チ
プ
チ
と
音
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
驚
い
た
。
」
な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
遠
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
極
に
思
い
を
馳
せ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
る
様
子
で
し
た
。 

  
 

 

８
月
18
日(

土
）
・
19
日
（
日
）
、
宮
崎
市
高
千
穂
通

り
で
開
催
さ
れ
た
「
ま
つ
り
宮
崎
２
０
１
８
」
に
お
い

て
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
広
報
、
海
上
自
衛
隊
広
報

「
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
」
と
と
も
に
協
力
し
ま
し
た
。 

 

初
日
は
曇
り
と
い
う
過
ご
し
や
す
い
天
候
の
中
で
開

会
式
が
行
わ
れ
、
航
空
自
衛
隊
の
Ｆ―

15
Ｊ
、
４
機
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ラ
イ
ト
が
開
会
式
に
花
を
添
え

ま
し
た
。 

 

宮
崎
地
本
は
「
南
極
の
氷
」
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
い
航
空
機
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
搭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

乗
し
て
い
る
感
覚
を
来
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

者
に
体
験
し
て
い
た
だ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
宮
崎
募
集
案
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
員
と
各
所
員
が
合
同
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

募
集
広
報
も
合
わ
せ
て
実 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
し
、
自
衛
隊
に
興
味
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
る
学
生
に
対
し
て
の
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

明
を
親
切
に
わ
か
り
や
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
」
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ミ
ニ
制
服
の
試
着
コ
ー
ナ 

を
立
ち
上
げ
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
た
く
さ
ん
の
来
場

者
に
制
服
の
試
着
を
し
て
も
ら
い
、
航
空
自
衛
隊
が
「 

は
た
ら
く
乗
り
物
コ
ー
ナ
ー
」
で
用
意
し
た
軽
装
甲
機

動
車
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
い
来
場
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
南
極
の
氷
に
涼
を
求
め
に
来
た
り
、
制
服

の
試
着
に
訪
れ
る
来
場
者
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

（３）第５７号 宮崎地本だより 平成３０年 ８月３１日 

新
隊
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勤
務
地 

久
留
米
駐
屯
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
身
地 

日
向
市
東
郷
町 

 

Ｑ 

入
隊
の
動
機 

 
 

 

Ａ 
 

昔
か
ら
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ 

 
 

 

て
お
り
、
自
衛
隊
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

東
日
本
大
震
災
時
に
活
躍
し
て
い
る
自
衛
官
の 

 
 

姿
を
見
て
「
自
衛
官
に
な
り
た
い
」
と
強
く
思
う 

 
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

Ｑ 

自
衛
隊
に
入
隊
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は 

 
 

Ａ 
 

体
力
練
成
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
知
ら
な
い
間 

 
 

に
体
力
と
筋
力
が
つ
く
事
で
す
。 

 
 

Ｑ 

今
後
の
目
標 

 
 

Ａ 
 

将
来
、
国
民
を
守
る
立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た 

 
 

い
で
す
。 

 
 

Ｑ 

入
隊
し
て
の
感
想 

 
 

 

Ａ 
 

入
隊
前
は
知
ら
な
い
人
と
の
共
同
生
活
や
、
厳 

 
 

し
い
訓
練
に
つ
い
て
い
け
る
の
か
丌
安
で
し
た
。 

 
 

 

入
隊
し
て
み
る
と
同
期
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る 

 
 

こ
と
が
で
き
、
苦
し
い
と
き
も
嬉
し
い
と
き
も
皆 

 
 

で
分
か
ち
合
っ
て
楽
し
く
共
同
生
活
を
送
っ
て
い 

 
 

ま
す
。 

 
 

 

訓
練
に
つ
い
て
も
、
皆
同
じ
１
か
ら
の
ス
タ
ー 

 
 

ト
な
の
で
教
官
や
班
長
が
優
し
く
丁
寧
に
指
導
し 

 
 

て
く
れ
る
の
で
、
入
隊
前
の
心
配
は
な
く
な
り
ま 

 
 

 
 

し
た
。 

 
 

 

今
は
毎
日
の
訓
練
に
頑
張
っ
て
臨
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

辛
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
、
楽
し
い
こ
と
も 

 
 

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
自
衛
隊
に
興
味
を
持
っ
て 

 
 

い
る
学
生
を
は
じ
め
周
り
の
人
に
、
自
衛
隊
の
魅 

 
 

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
  

 

 

７
月
５
日
（
木
）
、
宮
崎
市
港
小
学
校
に
お
い
て
、
小

学
校
保
護
者
等
に
対
し
て
本
部
長
が
防
災
講
話
を
行
い
ま

し
た
。 

 

講
話
前
に
校
長
に
表
敬
し
、
校
長
は
「
港
小
学
校
は
海

に
も
近
く
付
近
に
は
高
い
建
物
が
な
い
の
で
、
地
域
の
避

難
所
に
な
っ
て
お
り
、
29 

年
度
は
防
災
に
対
す
る
取 

り
組
み
で
文
部
科
学
大
臣 

よ
り
表
彰
を
受
け
た
」
と 

話
し
ま
し
た
。 

 

防
災
講
話
で
は
、
東
日 

本
大
震
災
を
題
材
と
し
て
、 

地
震
に
対
す
る
備
え
へ
の 

大
切
さ
や
津
波
に
対
す
る 

避
難
等
、
過
去
の
事
例
を 

基
に
わ
か
り
や
す
く
説
明 

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
災
害
に
対
す
る 

自
衛
隊
の
活
動
記
録
映
像 

を
放
映
し
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
自
衛
官
の
活
躍
や
活
動

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

講
話
に
参
加
し
た
保
護
者
等
は
、
防
災
に
対
す
る
心
構

え
を
再
認
識
し
た
様
子
で
し
た
。 

 
 

高
校
教
諭
と
の
連
絡
会
議
を
実
施 

 

６
月
６
日
（
水
）
、
都
城
駐
屯
地
（
参
加
者
17
名
）
、

６
月
12
日
（
火
）
新
田
原
基
地
（
参
加
者
19
名
）
に
お

い
て
、
高
校
教
諭
と
の
連
絡
会
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

都
城
駐
屯
地
で
は
、
野
外
訓
練
場
に
お
い
て
新
入
隊

員
の
野
外
戦
闘
訓
練
を
見
学
、
そ
の
後
駐
屯
地
内
に
移

動
し
て
郷
土
館
を
見
学
し
、
都
城
駐
屯
地
の
歴
史
等
を

研
修
し
た
後
、
昼
食
時
に
は
新
入
隊
員
か
ら
入
隊
後
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

感
想
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
か
ら
植
村
本
部
長
の
挨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

拶
及
び
「
任
期
制
退
職
自
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

官
の
有
用
性
に
つ
い
て
」
の

説
明 

 
 

 
 

 
 

 

説
明
に
続
き
、
連
絡
会
議
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

始
ま
り
、
募
集
状
況
の
説
明
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

就
職
援
護
状
況
等
の
説
明
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
田
原
基
地
で
は
、
航
空 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考
館
に
お
い
て
本
部
長
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

挨
拶
及
び
「
任
期
制
退
職
自 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

衛
官
の
有
用
性
に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
説
明
に
続
き
参
加
者
に
対 

宮
崎
港
小
学
校
で
防
災
講
話 

 
 

細
島
小
学
校
へ 

 
 

 

南
極
の
氷
を
贈
呈 

「ま
つ
り
宮
崎
２
０
１
８
」に
協
力 

ビデオレター収録をする 
高尾自衛官候補生 

同期とともに記念撮影 

高
尾 

詩
織 



【
転
出
者
】 

長
年
に
わ
た
る
自
衛
隊
勤
務 

  
 

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

健
康
に
留
意
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す 

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

（４）第５７号 宮崎地本だより 平成３０年 ８月３１日 

 

今
年
の
夏
も
県
下
の
主
要 

港
へ
「
輸
送
艇
１
号
」
護
衛 

艦
「
た
か
な
み
」
訓
練
支
援 

艦
「
く
ろ
べ
」
「
て
ん
り
ゅ 

う
」
多
用
途
支
援
艦
「
げ
ん 

か
い
」
掃
海
艇
「
う
く
し
ま
」 

が
入
港
し
ま
し
た
。 

 

７
月
12
日
（
木
）
、
日
向 

市
細
島
港
に
宮
崎
に
お
い
て 

初
と
な
る
「
輸
送
艇
１
号
」 

が
入
港
し
、
日
向
市
家
族
会 

女
性
部
代
表
が
艇
長
に
記
念 

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

 

７
月
13
日
（
金
）
に
は
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
が
入
港

し
、
座
乗
の
第
６
護
衛
隊
司
令
夏
井
１
佐
の
出
身
地
へ
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寄
港
と
あ
り
、
入
港
歓
迎
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
月
20
日
（
金
）
、
宮
崎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
宮
崎
港
に
「
く
ろ
べ
」
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
ん
り
ゅ
う
」
が
入
港
、
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
さ
ん
の
見
学
者
が
艦
上
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ミ
ニ
制
服
の
試
着
や
Ｖ
Ｒ
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
甲
板
上
で
は
珍
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
標
的
機
な
ど
も
展
示
さ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て

い
ま
し
た
。 

 

同
じ
20
日
、
日
南
市
油
津
港
に
入
港
し
た
「
げ
ん
か
い 

」
で
は
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
ー
に
お
い
て
日
南
市
の
ご
当

地
ア
イ
ド
ル
の
「
ボ
ニ
ー 

ト
・
ボ
ニ
ー
ト
」
の
歌
で 

乗
員
を
歓
迎
、
艦
艇
広
報 

で
は
、
ミ
ニ
制
服
の
試
着 

等
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

８
月
11
日
（
土
）
12
日 

（
日
）
、
串
間
市
福
島
港 

へ
掃
海
艇
「
う
く
し
ま
」 

が
入
港
し
、
協
力
団
体
の 

方
々
が
入
港
に
あ
わ
せ
岸 

壁
に
来
ら
れ
て
歓
迎
行
事 

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

予
備
自
衛
官
補
か
ら
の
一
言 

以
上
８
月
１
日
付 

 

人 

事 

往 

来 
 

２
等
陸
尉 

 
 

 

中
村 

雄
一 

都
城
地
域
事
務
所
長 

（
第
１
１
３
教
育
大
隊
）  

陸
曹
長 

 
 

 

三
輪 

大
輔 

募
集
課
募
集
班 

（
第
24
普
通
科
連
隊
） 

 

１
等
陸
曹 

 
 

 

西
牟
田 

利
一 

募
集
課
募
集
班 

（
第
43
普
通
科
連
隊
） 

 

１
等
陸
曹 

 
 

 

山
崎 

祥
司 

延
岡
出
張
所 

（
第
43
普
通
科
連
隊
） 

 

３
等
海
佐 

 

反
頭 

慶
隆 

第
１
航
空
隊
へ 

（
日
南
地
域
事
務
所
長
）  

３
等
陸
佐 

 

肱
岡 

武
昭 

第
43
普
通
科
連
隊
へ 

（
都
城
地
域
事
務
所
長
）  

２
等
陸
佐 

 
 

 

坂
元 

利
浩 

教
養
幹
部 

（
都
城
業
務
隊
） 

 
 

   

４
月
25
日
付 

 

募
集
課 

広
報
班 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
等
陸
佐 

永
友 

壽
法 

 

５
月
５
日
付 

 

総
務
課 

総
務
班 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
等
陸
尉 

伊
東 

禎
紀 

 

７
月
７
日
付 

 

都
城
援
護
セ
ン
タ
ー
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
等
陸
尉 

黒
木 

 

博 
  

広
報
班
よ
り
お
願
い 

 

各
事
務
所
で
イ
ベ
ン
ト

等
に
参
加
し
た
と
き
は

記
事
の
投
稿
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

今
夏
も
艦
艇
が
続
々
入
港 

【
転
入
者
】 

 
 

 
 

 

奥 

拓
馬 

 

昨
年
、
航
空
学
生
を
受
験
し
残
念
な
が
ら
最
終
試
験
で

丌
合
格
と
な
っ
て
し
ま
い
し
た
。 

 

し
か
し
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
戦
闘
機
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
諦
め
ら
れ
ず
、
今
年
浪
人
を
し
て

も
う
一
度
航
空
学
生
を
受
験
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
浪
人
し
て
い
る
１
年
間
の
中
で
自
分
が
入
隊
し
よ

う
と
し
て
い
る
自
衛
隊
が
ど
ん
な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
か

を
知
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
、
予
備
自
衛
官
補
を
受
験
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

今
回
、
予
備
自
衛
官
補
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

以
後
、
で
き
る
限
り
多
く
の
訓
練
に
参
加
し
、
自
衛
隊

の
知
識
を
多
く
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

冨
永 

康
平 

 
 

 

私
の
抱
負
は
将
来
、
最
終 

的
に
は
予
備
自
衛
官
、
自
衛 

官
に
な
れ
る
よ
う
訓
練
な
ど 

を
頑
張
る
こ
と
で
す
。 

 

幼
い
頃
よ
り
自
衛
官
に
な 

る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
の
で 

今
回
の
機
会
を
通
じ
て
自
衛 

官
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、 

災
害
等
発
生
し
た
と
き
に
は 

人
の
役
に
た
つ
良
い
人
材
に 

な
れ
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

林 

香
恋 
 

災
害
派
遣
な
ど
で
活
躍
す
る
自
衛
官
を
テ
レ
ビ
な
ど
で

見
て
小
さ
い
頃
か
ら
自
衛
官
へ
の
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
民
間
の
企
業
で
働
く
た
め
自
衛
官
は
諦
め
て
い
た
の

で
す
が
、
予
備
自
衛
官
補
と
い
う
制
度
を
知
り
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
試
験
を
経
て
予
備
自
衛
官
補
に
な
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

定
年
退
官 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

准
陸
尉 

え
び
の
援
護
室
長 

（
第
24
普
通
科
連
隊
） 

 
 

 

谷
川 

克
美 

 
 

 

肥
後 

浩
昌 

総
務
課
管
理
班 

（
第
８
後
方
支
援
連
隊
） 

 

陸
曹
長 

以
上
８
月
１
日
付 

４
月
16
日
付 

７
月
９
日
付 

 

１
等
海
尉 

日
南
地
域
事
務
所
長 

（
厚
木
航
空
基
地
） 

 
 

 

原
口 

小
百
合 

 

３
等
海
曹 

小
林
地
域
事
務
所 

（
館
山
航
空
基
地
隊
） 

 
 

 

宮
内 

明
香 

 

1
等
陸
曹 

宮
崎
募
集
案
内
所 

（
第
12
普
通
科
連
隊
） 

 
 

 

根
井 

隆
史 

 

１
等
陸
曹 

第
９
施
設
群
へ 

（
募
集
課
） 

 

壹
岐 

早
穂
里 

 

准
陸
尉 

第
１
１
３
教
育
大
隊
へ 

（
募
集
課
） 

 

折
元 

徹
志 


